
公表：令和３年１２月1日

事業所名　日本社会事業大学附属子ども学園保護者等数（児童数） 26人 （28人） 回収数 20 通　　割合 76.9 ％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない

いいえ
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ない

ご意見
ご意見を踏まえた

対応

①

子どもの活動等のスペースが十分に
確保されているか

19 1 0 0

②

職員の配置数や専門性は適切である
か

18 2 0 0

・職員が足りていない
印象を受けている。
・それでも少々、各ク
ラスの担任の先生に
負担が多いような気
がします。

・国の配置基準に
則っております。専
門性については、職
員の経験年数により
多少幅はあります
が、適宜上席が巡回
し助言・フォローして
おります。

③

生活空間は、本人にわかりやすく構造
化された環境になっている。また、障害
の特性に応じ、事業所の設備等は、バ
リアフリー化や情報伝達等への配慮が
適切になされているか

19 1 0 0

④

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせ
る環境になっているか。また、子ども達
の活動に合わせた空間となっているか

20 0 0 0

⑤

子どもと保護者のニーズや課題が客
観的に分析された上で、児童発達支援
計画が作成されているか

19 0 0 1

・11月1日より通所を
開始したため現在作
成中

⑥

児童発達支援計画には、児童発達支
援ガイドラインの「児童発達支援の提
供すべき支援」の「発達支援（本人支
援及び移行支援）」、「家族支援」、「地
域支援」で示す支援内容から子どもの
支援に必要な項目が適切に選択され、
その上で、具体的な支援内容が設定さ
れているか

18 1 0 1

・11月1日より通所を
開始したため現在作
成中

⑦

児童発達支援計画に沿った支援が行
われているか

18 1 0 1

・11月1日より通所を
開始したため現在作
成中

⑧

活動プログラムが固定化しないよう工
夫されているか

19 1 0 0
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⑨

保育所や認定こども園、幼稚園等との
交流や、障害のない子どもと活動する
機会があるか

4 2 9 5

・時節柄仕方のない
事だと思います。
・直接の交流は難しく
ても、療育等に関す
る一般向けの情報発
信があればと思いま
す。「特別」ではなく、
定型児も含めた「子
育てのヒント」がたくさ
んあると理解が進め
ば、啓蒙活動になる
のではと思いました。
・コロナの影響で難し
い点もあるのか、な
かったです。
・交流の機会がある
体験がまだないので
記入しました
・在園児の兄弟とは
絡む機会はありま
す。今後は近くの保
育園等と指導中に交
流が持てたらいい
なぁ、と思います。

・プライバシー等の
問題もあり、交流や
活動を共にする機会
は確かに少ないで
す。地域の保育園、
幼稚園ですと利用者
の知人がおられた
り、学園に通ってい
ることを伏せておら
れることへの配慮も
求められておりま
す。私たちはより弱
い存在に光を当てる
ように心掛けており
ます。
・これまで保育園と
の交流を試みたこと
はありますが、こちら
の意義（発達段階に
有用な活動プログラ
ムにする）で交流を
整えることは調整し
づらく継続を中止し
ました。交流希望の
保護者の温度差も
様々ですので、今後
の検討課題にしたい
と思います。

⑩

運営規程、利用者負担等について丁
寧な説明がなされたか

19 1 0 0

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」のねらい及
び支援内容と、これに基づき作成され
た「児童発達支援計画」を示しながら支
援内容の説明がなされたか

19 1 0 0

⑫

保護者に対して家族支援プログラム
（ペアレント・トレーニング等）が行われ
ているか

20 0 0 0

⑬

日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解ができているか

19 1 0 0

・連絡帳の電子化は
いかがでしょうか。手
書き原本のやりとりよ
り、アプリ等のほうが
汚染紛失などのリス
クも低く、履歴の閲
覧、管理が便利では
と思います。
・先生によって差があ
ります

・電子化につきまし
ては、個人情報取扱
いのためヒューマン
エラー回避の意図が
ございます。今後の
検討課題とさせてく
ださい。
・担任による差につ
いてですが、グルー
プ別の視点や角度
によるものもござい
ます。学園は多職種
によるチーム支援を
行っておりますの
で、ご不安等ござい
ましたらいつでもお
声掛けください。

⑭

定期的に、保護者に対して面談や、育
児に関する助言等の支援が行われて
いるか

20 0 0 0

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等



⑮

父母の会の活動の支援や、保護者会
等の開催により保護者同士の連携が
支援されているか

19 1 0 0

⑯

子どもや保護者からの相談や申し入れ
について、対応の体制が整備されてい
るとともに、子どもや保護者に周知・説
明され、相談や申入れをした際に迅速
かつ適切に対応されているか

20 0 0 0

・面談では心のモヤ
モヤが必ずスッキリし
てとても助かりまし
た。

・有難うございます。
今後もどうぞお気軽
にご相談等ご利用く
ださいますようお願
いいたします。

⑰

子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮がなされているか

20 0 0 0

⑱

定期的に会報やホームページ等で、活
動概要や行事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する自己評価の結果を
子どもや保護者に対して発信されてい
るか

18 1 0 1

⑲

個人情報の取扱に十分注意されてい
るか

18 1 1 0

⑳

緊急事対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定
し、保護者に周知・説明されているか。
また、発生を想定した訓練が実施され
ているか

17 2 0 1

感染症に対しては良
いと思いますが、緊
急時・防犯に関して
は今一度通達して欲
しいと思います。

・学園の職員行動マ
ニュアルに「危機管
理マニュアル」があ
り、業務継続計画と
して防災・消防計画
を立て、毎月の避難
訓練（地震、火災、
水害、保護者引渡
等）を実施していま
す。
・防犯は警備保障会
社ALSOKを入れて
おり、防犯対策は職
員会議で周知してい
ます。訓練について
は管轄警察署の生
活安全課と梅園駐
在との連携を進めて
います。（不審者や
侵入者等対応のた
めの「さすまた」を常
設し、防犯カメラを設
置しています。）

㉑

非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練が行われ
ているか

20 0 0 0

㉒

子どもは通所を楽しみにしているか

20 0 0 0

㉓

事業所の支援に満足しているか

20 0 0 0

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」により
　事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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